
「ベッドサイドの神経の診かた 改訂 18 版」正誤表 

 

いつも小社出版物をご利用いただき誠にありがとうございます． 

『ベッドサイドの神経の診かた 改訂 18版』につきまして以下の誤りがございました． 

深くお詫びするとともに，ここに訂正致します． 

 
 

１刷および２刷の訂正 
 
目次 ⅶページ 下から 5行目 
 
【誤】⑤触覚の診かた 
 
【正】⑤感覚の診かた 
 
 

１刷から３刷の訂正 
225 ページ上から 14 行目 
 
【誤】開眼失行では，随意的あるいは反射的開眼後の開眼が困難で， 
 
【正】開眼失行では，随意的あるいは反射的閉眼後の開眼が困難で， 
 
 
283 ページ上から 10 行目 
 
【誤】内科的疾患のうち，肺塞梗症も急激に呼吸困難頻脈となり 
 
【正】内科的疾患のうち，肺塞栓症も急激に呼吸困難頻脈となり 
 
 
294 ページ上から 6行目 
 
【誤】両側の腱反射，表在反射のみが出現することがしばしばある． 
 
【正】両側の腱反射，表在反射が消失し，病的反射のみが出現することがしばしばある． 
 
 
385 ページ 見出し㉑-２-1 
 
【誤】１．新国際頭痛分類（2004） 
    国際頭痛学会分類第 3版（β版）（表 21-1）が臨床分類として使われる 
 
【正】１．新国際頭痛分類（2018） 
    国際頭痛分類第 3版（表 21-1）が臨床分類として使われる 
 



385 ページ 表 21-1 の表題と出典  
 
【誤】 
（表題）表 21-1 国際頭痛分類第 3 版（β版） 
（出典）The International Classification of Headache Disorders 3rd edition (beta 

version). Cephalalgia 33(9):629-808,2013 
 
【正】 
（表題）表 21-1 国際頭痛分類第 3 版 
（出典）The International Classification of Headache Disorders 3rd edition. 

Cephalalgia 38(1):1-211,2018 
 
 
405 ページ 文献１） 
 
【誤】The International Classification of Headache Disorders 2nd Edition. Cephalalgia 

24(Suppl.1):1-60,2004. 
 
【正】The International Classification of Headache Disorders 3rd Edition. Cephalalgia 

38(1):1-211,2018. 
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